
令和４年度第４回 伊豆市教育委員会会議録 
 

期 日  令和４年７月 27日（水） 午前 10時 00分から午前 11時 00分まで 

会 場  修善寺中学校 応接室 

出席者  佐藤雅彦委員、西尾真澄委員、梅原一仁委員、猪股園恵委員 

梅原賢治教育長 

委員及び傍聴人以外の出席者 

     教育委員会教育部 

      部長 小塚 剛、学校教育統括監 室野行宣、学校教育課長 塩谷俊一、 

社会教育課長 永沼健一 

学校教育課主幹 鈴森正敏、学校教育課主査 駒坂たえ子 

 

１ 開 会 （梅原教育長） 

   

２ 前回会議録の承認 

  教育委員確認の後、承認された。 

 

３ 教育長報告 

教育長より、以下の項目について資料に基づき報告及び説明がされた。 

（１） 前回教育委員会以降の主な行事等 

    ７月２日 中体連、教員採用試験 

３日 中体連、教員採用試験 

      ６日 伊豆市校長会 

      ７日 青少年問題協議会、伊豆市教頭会 

      ９日 中体連 

      10日 中体連 

      11日 伊豆市交通安全指導、下田中学校訪問（延期） 

      12日 静東教育長会 

      13日 修善寺東小学校指導主事訪問（音楽） 

      19日 修善寺小学校指導主事訪問（体育） 

      20日 新中学校開校準備委員会 

      21日 三島税務署長来庁、田方学校保健委員会理事会 

      22日 １学期終業式、新中学校開校準備委員会より答申 

      27日 伊豆市教育センター研修会、定例教育委員会 

                  

（２）市内小中学校の様子について 

＜児童生徒について＞ 

 



新型コロナウイルス感染症の状況について 

・児童生徒の陽性者の数が４月は 18 人、５月は８人だったが、７月は 26 日時点で 50 人と急

増している。夏休み中も陽性者が出た場合は報告をするように学校から保護者に求めている。 

生徒指導に関すること 

・毎年６月頃になると、新しい学年に適応できなくなる子が出てくる。そのような子が不登校

や問題行動につながることが多い。特に中 1ギャップが出るのはこの時期である。 

不登校について 

・市内の不登校の子は学校によって違いはあるが、約５％～10％程度であると認識している。

この割合が伊豆市の中学校の基準線であると考えている。それぞれの学校で課題がある子は

少なくはない。 

いじめについて 

・中学生２名から、お互いに「悪口を言われている」との訴えがあり、先生がそれぞれの生徒

を指導した。昔はこのようなことは、いじめにカウントしなかったが、今はこのようなこと

も大きな問題につながる前に対応しようということで、学校から報告を受けている。 

・先生が過剰に関わって解決しすぎないように、子ども同士で解決する力も身に付けさせてほ

しいということも学校には伝えている。 

その他 

・家庭から持参している水筒のお茶を飲み尽くしてしまった児童が、その後、学校の水道の水

を飲まなかった。帰宅後、体調不良を訴え病院を受診し、「熱中症からくる胃腸炎」と診断さ

れた。この児童に限らず、今は学校の水道の蛇口から出る水を飲まない子が多い。 

 

 (３)今後の予定 

  ７月28日 静岡県教育長協議会研修会（浜松市） 

８月５日 田方教育講演会 

    10日 田方教育長会 

    12日 学校閉庁日（働き方改革・節電等）【～16日まで】 

    19日 開校準備のための W.G【19日又は 22日に開催】 

    25日 ２学期始業式 

    31日 伊豆市校長会 

    ※臨時議会 ８月 15日 

     議員研修会（学校再編について） ８月 17日 

     次回教育委員会予定  ８月 26日 18時～ 

     次々回教育委員会予定 ９月 27日 18時～ 

           

４ 議事 

議案第 19号 令和４年度準要保護児童生徒の認定について 

・学校教育課長より、準要保護児童生徒新規１名の認定と認定事由について説明

する。 



 

補足説明の後、承認された。 

 

議案第 20 号 伊豆市修善寺・中伊豆・天城地区新中学校開校準備委員会からの第一次答申に

伴う教育委員会の方針決定について 

・学校教育課長より、令和３年６月 29 日の新中学校開校準備委員会において教

育委員会から開校準備委員会へ新中学校に関する事項について諮問している

こと、今回「第一次答申」として、開校準備委員会から制服等についての検討

結果が出たこと、答申に伴う教育委員会の方針を決定していただくことについ

て、説明する。 

 

教 育 委 員：いい制服だと思う。資料に制服やジャージの特徴や女子でもスラックスが選べる

ことが書いてあるが、そのように細かい点まで考えてくれているということが分

かる。今まではそれぞれの学校の伝統の制服を買う、着るのが当たり前だったが、

新しい制服やジャージは細かい配慮をしてくれてあり、昔のものとは違う。この

制服を見ただけで新しい学校への期待が膨らむのではないかと感じた。 

教 育 委 員：親目線で見ると、すごく洗いやすいし、乾きやすいし、用意する枚数も少なくて

済むのでありがたいと思った。 

教 育 委 員：この制服もジャージも自分の子は着る機会はないが、このようなジャージなら自

分でも着たいと思う。 

教 育 長：制服については 開校準備委員会で 1 年間かけて丁寧に検討を進めていただいて

きた。本当はもっと多くの方に見てもらえるよう、各学校で展示するような機会

も設けたかったが、新型コロナウイルスの感染拡大によりできなかった。展示会

は今年の１月に生きいきプラザで１日だけ実施することができた。こども園の園

児や小学生とその父母、祖父母、教員などを含めて合計 701 名の来場があった。

ジャージ・体育着は開校準備委員会での投票は接戦だった。もっと安くて、いか

にも学校の体育着らしいデザインのものもあったが、こちらが選ばれたというこ

とである。今回の開校準備委員会の答申について、教育委員会としても、この内

容のとおりで決定することとしてよろしいか。 

 

上記、意見交換の後、特に異議が無く、承認された。 

 

議案第 21号 伊豆市スポーツ推進審議会委員の解嘱及び委嘱について 

・社会教育課長より、この審議会は地方スポーツ推進計画、スポーツ施設・設備

の整備、指導者の養成・資質向上、スポーツ事業の実施・奨励、スポーツ団体の

育成等に関することについて、審議することを目的としていること、この度ス

ポーツ協会会長の交代及び行政職員の人事異動により、３名の委員を解嘱し、

新たに３名を前任委員の残任期間である令和４年７月 27 日から令和５年３月



31日までの任期で委嘱することについて説明する。 

 

特に異議が無く、承認された。 

 

議案第 22号 令和４年伊豆市議会９月定例会に提出する議案について 

・学校教育課長より、新型コロナウイルスの感染拡大やウクライナ情勢等による

物価の高騰で学校給食の賄材料費が値上がりしているため、令和４年度一般会

計歳出予算（第３号補正予算）で天城給食センター事業 3,800千円（賄材料費）、

中伊豆給食センター事業 5,500千円（賄材料費）、修善寺中学校給食事業 3,150

千円（賄材料費）の増額の予算案を９月定例会に提出すること、財源として新

型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当することについて説明

する。 

・社会教育課長より新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、令和４年度一般

会計歳出予算（第３号補正予算）で資料館管理事業 400 千円（女子トイレ洗面

器改修工事）、狩野ドーム・グラウンド管理事業 330千円（多目的トイレ洗面器

改修工事）、中伊豆社会体育館管理事業（男子トイレ小便器改修工事、男女・多

目的トイレ洗面器改修工事）の増額の予算案を９月定例会に提出すること、財

源として新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を充当することに

ついて説明する。 

 

教 育 部 長：食材にかかる費用がかなり値上がりしており、今までは何とか栄養士がやりくり

して献立を考えていたが、対応しきれなくなった。現在、保護者から集めている

給食費は１食当たりにすると、小学校で 262円、中学校で 311円であるが、賄材

料費だけで１食当たり約 50 円、足りていない。給食を１食作るのには賄材料費

以外にも人件費、運搬費、水道光熱費等もあり、合計で 850円位になるが、食材

の上昇分を今回の補正予算で確保して、質を落とさない給食を児童生徒に提供し

ていきたい。消費税が 10％になった時に給食費の改定を検討しようとしたが、新

型コロナウイルスの感染拡大で値上げの議論ができなくなった。今年度から給食

費の適正な金額について、検討を始めたい。今後、教育委員会に対し、給食の現

状の分かる資料を示し、給食費をどのようにするべきかということを学校給食運

営委員会で検討してもらうために諮問したいと考えている。 

教 育 委 員：今回の要求額が認められれば、今年度分の給食の賄材料費は足りるということか。 

教 育 部 長：そのとおり。 

教 育 委 員：今年度中に、更に食材の価格が上昇した場合は、もう一度、補正予算を要求する

こともあるのか。 

教 育 部 長：更に補正することがないように、ある程度、余裕のある金額を計上している。 

教 育 委 員：給食費を上げるかどうかの議論をするとなった場合には、資料の出し方等を工夫

して、なるべく赤字幅を抑えられることができればよいと思う。 



教 育 長：社会教育課の補正予算については、トイレの洗面器具を非接触型の自動で水が出

るものに変えることで、新型コロナウイルス対策になるということか。そのよう

な目的であれば、新型コロナウイルス対応の交付金が使えるということか。 

社会教育課長：そのとおり。 

 

上記、意見交換の後、特に異議が無く、承認された。 

 

５．報告・連絡事項 

＜社会教育課から＞ 

社会教育課８月行事予定について 

・社会教育課長より、８月の行事予定について説明する。 

   

６．意見交換 

・伊豆市教育センター夏季研修会を見学した結果について、意見交換を行った。 

 

７．その他 

・特になし。 

 

８．次回教育委員会 

・次回  ８月 26日（金）18時 00分 中伊豆支所 

 

９．閉 会 （梅原教育長） 

 


